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教員志望学生における学校体育での
器械運動の実技経験についての研究

― 「器械運動」受講生122名を対象として ―

後藤　大輔　・　加賀　　勝 *

　本研究では，教員養成段階における器械運動の授業を履修した学生122名を対象に調査を
行い，学校体育における器械運動の実技経験について明らかにすることを目的とした。その
結果，学校体育での器械運動の実技経験が明らかになり，小学校では対象者の９割以上がす
べての種目で実技経験を有していたが，校種が上がっていくにつれて低下が見られ，高等学
校においては鉄棒運動と跳び箱運動の実技経験を持つ者が極めて少ない傾向にあった。また，
技の実技経験では，マット運動ではほん転技群の発展技，鉄棒運動では上がり技と支持回転
技の発展技と下り技，跳び箱運動では切り返し系と回転系の発展技について，実技経験を持
つ者が少ない傾向にあった。本研究結果をもとに授業内容について検討を行い，教員養成段
階における器械運動の指導改善につなげていくことが重要であると示唆された。
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１．はじめに
　学校体育では，各校種の学習指導要領および体育
の学習指導要領解説1­6）に定められている運動領域
をもとに様々な種目が行われるが，単元計画や各授
業においてどの領域・内容を扱うかについては最終
的に担当教員の裁量に委ねられる。学習指導要領で
は「一部の領域の指導に偏ることのないよう授業時
数を配当すること」と明示されているが，運動領域
の１つである器械運動は技が発展していくにつれて
運動構造が複雑になっていくため，それに伴う指導
の難しさや怪我・事故発生の懸念から授業時間数が
少なく設定されることが多い 7⊖8）。清水 9）らの先行
研究では，小学校教員の６割から７割近くの教員が
器械運動に対して不得意意識を持っていることが明

らかになっている。また，後藤 10）が行った小学校
教員を対象とした調査では，器械運動における各種
目（マット運動，鉄棒運動，跳び箱運動）の指導に
ついて，教職経験の少ない若手教員において適切な
指導知識がない技が多くみられることが示唆され
た。これらのことから，特に若手教員においては経
験の少なさから自身の判断で種目を選択したり，取
り扱う技を選定している可能性が考えられる。その
結果，児童が各種目の様々な技に取り組む機会は少
なくなると予想される。また，高村 11）の先行研究
では，中学校ではマット運動を中心に跳び箱運動・
鉄棒運動も適宜実施しているが，専門教諭のいる中
学校であっても指導を１人で行うことは困難である
ことや，高等学校では指導にも安全面にも不安があ
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る教員が多く器械運動の授業に消極的であること，
種目についてはマット運動が主流で他の種目はほと
んど行っていないことが明らかになっている。これ
は，中学校・高等学校の器械運動では多くの発展技
が例示技として取り上げられているためではないか
と考えられる。このように器械運動が消極的な取り
扱いをされている状況において最も影響を受けるの
は児童・生徒である。体育の授業を担当する教員が
器械運動の授業を減らし，他の運動領域や種目を中
心に授業を展開していった場合，当然ながら学校体
育における実技経験の偏りが児童・生徒に生じるこ
ととなる。その結果，経験の乏しい器械運動に対し
て不安や恐怖心を抱いてしまうことが懸念される。
以上のことから，学校体育における器械運動の消極
的取り扱いは児童・生徒の器械運動の経験を減少さ
せることとなり，最終的に器械運動に対して苦手意
識を持つ者を増加させることにつながっているので
はないかと考えられる。
　このような課題を教員養成の視点から捉えた際，
学校体育における器械運動の経験が乏しく，苦手意
識を持った者が将来教員を志すことも当然ながら予
想される。宮平12）が行った調査によれば，教員志
望学生が体育実技の中で最も自信が持てない運動領
域は器械運動であったと報告している。よって，養
成段階において器械運動に苦手意識を持つ学生は少
なくないと考える。器械運動は「できる」「できない」
が明確であり，授業では各種目の様々な技に取り組
むといった内容が中心となる。そのため教員が授業
を行う際は，様々な技の運動構造を正しく理解した
上で児童・生徒にコツやポイントを提示・助言したり，
時には自ら技の手本を見せるといった示範の能力も
必要となる。これらの資質・能力の形成には，指導
者自らが動感経験の積み重ねを通じて得た身体的な
学びである「身体知」が深く関係しており13⊖14），体
育指導の現場では身体知を獲得するための動感身体
知発生論に基づいた体育授業の構築が求められる15）。
また，小倉ら16）は身体知の発生に切り込むためには
その人の運動経験，運動知識を明らかにする必要が
あると述べている。したがって，教員志望学生にお
いて苦手意識を持つ者が多いとされる器械運動につ
いて，学校体育での実技経験を明らかにしておくこ
とは重要であり，これらの研究資料は教員養成段階
における器械運動の授業内容および指導方法を検討
し、改善していくために活用できるものと考える。
　そこで本研究では，教員養成段階における器械運
動の授業を履修した学生を対象に調査を行い，学校
体育における器械運動の実技経験について明らかに
することを目的とした。

２．方　法
（１）調査対象者
　対象者は，令和２年度にA大学にて開講された器
械運動の授業を履修した学生51名と，B大学にて
開講された器械運動の授業を履修した学生71名の
計122名である。両科目ともに中・高等学校保健体
育科教員免許状の取得に関わる専門科目として設置
されており，文部科学省令で定める教科に関する科
目に位置づけられている。両科目の初回授業にて，
学校体育における器械運動の実技経験に関する調査
をアンケート形式で行った。
（２）調査内容
　調査は無記名かつ選択式とし「１．回答者の属性」，
「２．学校体育における器械運動種目の経験」，「３．
小学校・中学校・高等学校における技の実技経験」
を調査した。「２．学校体育における器械運動種目
の経験」は，小学校・中学校・高等学校の体育にお
いてマット運動，鉄棒運動，跳び箱運動の授業を受
けた経験の有無について回答してもらった。「３．
小学校・中学校・高等学校における技の実技経験」
については，それぞれの学習指導要領解説に例示さ
れている技について，各校種における実技経験の有
無について回答してもらった。なお，対象者が技の
運動構造を正しく理解できるよう伊藤らの著書17）

をもとに連続図のイラストをアンケート内に掲載し
技の名称と運動構造を把握したうえで回答しても
らった。
（３）分析方法
　統計処理にはSPSS Statistics 23.0を使用し，全体
の集計結果を記述統計にて分析した。学校体育にお
ける器械運動の技の実技経験においては，各校種ご
とで結果を集計し，分析を行った。
（４）倫理的配慮
　対象者に対して，研究目的および研究方法を説明
したうえで，調査に当たっては回答が任意であるこ
と，回答した際は個人名が特定されないこと，研究
以外には使用しないこと，研究に協力しないことで
不利益を被ることは一切ないことを口頭ならびに書
面にて説明し，同意を得られた者に対して調査を
行った。

３．結　果
　集計の結果，回収率は100％であった。学校体育
における器械運動種目の経験について，結果を図１
～３に示した。小学校では，マット運動が98.4％（120
名），鉄棒運動が90.2％（110名），跳び箱運動が
98.3％（120名）であった。中学校では，マット運
動が83.6％（102名），鉄棒運動が24.6％（30名），
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跳び箱運動が50.0％（61名）であった。高等学校で
は，マット運動が48.4％（59名），鉄棒運動が6.6％
（８名），跳び箱運動が17.2％（21名）であった。各
種目における技の実技経験については，学習指導要
領に記載されている技群またはグループ別で分け，
結果を図４～ 10に示した。

４．考　察
１．学校体育における器械運動種目の経験について
　小学校体育では，すべての種目で「経験がある」
の回答が９割を超える結果であった（図１参照）。
よって，小学校体育では対象者の大半が器械運動の
種目を経験してきていることがわかった。器械運動
は苦手意識を持つ教員が多く消極的な取り扱いがな
されていると報告されているが，小学校においては
一通りの種目が実施されている状況であった。小学
校は学校体育における器械運動の最初の入口であ
り，技につなげていくためにその運動に近い類似の
動きに取り組むといった，動きづくりや感覚づくり
を中心とした内容も授業に含まれる。そのため苦手
意識を持つ小学校教員においては，これらの類似運
動や比較的指導しやすい基本技などを中心に単元計
画や指導内容を検討しつつ，授業を実践しているの
ではないかと考えられる。また，小学校は６年間を
通して教育が行われるため，体育においても総授業
時数は中学校・高等学校よりも多くなる。そのため，
体育授業の年間計画を立案する上で様々な運動種目
や内容を設定しやすいのではないかと考えられる。
このような背景から，小学校体育において器械運動
種目の経験がある者が大半を占めていると考えられ
た。
　一方，中学校体育ではマット運動の経験について
は83.6％と８割を超えているが，鉄棒運動は24.6％，

跳び箱運動は50.0％となっており，小学校よりも低
下している傾向にあった（図２参照）。よって，中
学校の器械運動では主にマット運動は授業にて実施
されているもののその他の種目についてはやや消極
的な取り扱いがされていると考えられる。中学校で
は各種目において基本技を発展させた発展技が多く
例示されており，教員は基本技に加えて発展技に関
する専門的な知識や指導法の理解が必要となるた
め，小学校よりもより専門的な指導が必要となる。
さらに技の指導においては，指導する者が自らの動
感経験をもとにできない者に対して課題を指摘した
り，適切な助言を行うといった「運動観察能力」も
重要であり，この運動観察能力は指導における基本
的かつ中核的な能力であるとされる18）。また，特に
鉄棒運動の実技経験については小学校から急激な低
下がみられるが，先行研究において鉄棒運動は器械
運動種目の中でも指導が難しいとされている10, 19）。
跳び箱運動においても怪我の発生のリスクが先行研
究において指摘されている20）。このような指導面に
おける様々な課題が教員の苦手意識へとつながり，
授業において消極的な取り扱いになっているのでは
ないかと考えられる。
　高等学校では，すべての種目において中学校での
経験割合からさらに低下している傾向にあった（図
３参照）。マット運動では「経験がある」と回答し
た者が48.4％であり，中学校では経験がある者が８
割を超えていたものの，高等学校では全体の半数を
下回っている。さらに鉄棒運動は6.6％，跳び箱運
動は17.2％となっており，高等学校の器械運動にお
いてこの２種目の経験がある者は極めて少なかっ
た。よって，高等学校の器械運動では主にマット運
動が実施されている傾向にあり，鉄棒運動，跳び箱
運動についてはほとんど実施されていないことが伺
えた。先行研究においても，高等学校の器械運動で
は鉄棒運動，跳び箱運動はほとんど実施されていな
いことが明らかになっており，本研究の調査結果と
合致している21⊖22）。さらに本調査結果ではマット運
動においても半数以上が「経験がない」と回答して
いることから，高等学校において器械運動の授業を
一度も経験していない者も少なくないと予想され図１　小学校における器械運動種目の経験

図２　中学校における器械運動種目の経験 図３　高等学校における器械運動種目の経験
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小学校・中学校・高等学校における技の実技経験」
を調査した。「２．学校体育における器械運動種目
の経験」は，小学校・中学校・高等学校の体育にお
いてマット運動，鉄棒運動，跳び箱運動の授業を受
けた経験の有無について回答してもらった。「３．
小学校・中学校・高等学校における技の実技経験」
については，それぞれの学習指導要領解説に例示さ
れている技について，各校種における実技経験の有
無について回答してもらった。なお，対象者が技の
運動構造を正しく理解できるよう伊藤らの著書17）

をもとに連続図のイラストをアンケート内に掲載し
技の名称と運動構造を把握したうえで回答しても
らった。
（３）分析方法
　統計処理にはSPSS Statistics 23.0を使用し，全体
の集計結果を記述統計にて分析した。学校体育にお
ける器械運動の技の実技経験においては，各校種ご
とで結果を集計し，分析を行った。
（４）倫理的配慮
　対象者に対して，研究目的および研究方法を説明
したうえで，調査に当たっては回答が任意であるこ
と，回答した際は個人名が特定されないこと，研究
以外には使用しないこと，研究に協力しないことで
不利益を被ることは一切ないことを口頭ならびに書
面にて説明し，同意を得られた者に対して調査を
行った。

３．結　果
　集計の結果，回収率は100％であった。学校体育
における器械運動種目の経験について，結果を図１
～３に示した。小学校では，マット運動が98.4％（120
名），鉄棒運動が90.2％（110名），跳び箱運動が
98.3％（120名）であった。中学校では，マット運
動が83.6％（102名），鉄棒運動が24.6％（30名），
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た。したがって，教員養成段階においては器械運動
を担当する教員がこれらの現状を十分に理解したう
えで，授業において基本技から丁寧に指導していく
といった配慮だけでなく，技につながる類似運動や
予備運動も積極的に内容に取り入れていくことが求
められる。
　本調査結果より，学校体育における器械運動種目
の経験が明らかになったが，特に中学校と高等学校
において消極的な取り扱いがされている原因として
先行研究にて長谷川ら21）は「時間の不足」「器具・
用具」「教員の指導力」の３つを挙げている。まず「時
間の不足」では，中学校，高等学校での受験が関係
して体育の時間が削減されることや運動種目の選択
幅が拡がること，「器具・用具」については，器具
が高価であることや準備や片付けに時間と手間を要
すること，「教員の指導力」については，教員採用
試験で多くの自治体がマット運動を試験内容として
出題おり，跳び箱運動や鉄棒運動が教員採用試験で
出題されることは少ないため，技能を習得していな
い教員が多いことが実施率低下に結びついていると
指摘している。このように器械運動は指導において
多くの課題が挙げられるが，「教員の指導力」につ
いては教員を対象とした研修会等を通して資質能力
の向上が可能であると考える。上原23）の調査によ
れば，器械運動の研修会に参加した教員からの意見
として，技につながる運動遊びや安全な運動課題に
関する知識技能を求める声が多く見られたと報告し
ている。よって，学校体育での器械運動の実技経験

を増やしていくためには学校教育現場にも焦点を当
て，専門的知識を持つ者が教育現場と連携し，教員
のニーズに応じた研修会を開催することも重要であ
る。

２．各種目における技の実技経験について
（１）マット運動における技の実技経験について
　背中をマットに接して回転する接転技群では，前
転，後転，開脚後転といった技において，すべての
校種で実技経験を持つ者が多かった（図４参照）。
特に小学校ではこれらの技の経験割合がすべて９割
を超えているため，マット運動における授業の主要
な技として取り扱われていることが伺えた。また，
これらの技は主に基本技に位置づけられるが，中学
校および高等学校においても実技経験が高い割合で
あった。よって，中学校・高等学校のマット運動に
おいてもこれらの基本技を含めて授業が行われてい
るものと考えられる。次に，伸膝前転，とび前転，
伸膝後転，倒立前転，後転倒立といった発展技にお
いては，小学校よりも中学校，高等学校での経験割
合が高い傾向であった。これは，中学校・高等学校
ではこれら発展技の多くが１年次の時点で既に学修
指導要領解説内に例示されていることが関係してい
るのではないかと考えられる。中でも中学校では，
とび前転が70.6％，倒立前転が70.6％，伸膝後転
69.6％となっており，これらの技は発展技の中でも
概ね授業にて取り扱われているものと考えられた。
先行研究においても，接転技群における発展技の指

図４　マット運動・接転技群の実技経験

図５　マット運動・ほん転技群の実技経験
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導法に関する研究は多くみられる24⊖25）。さらに高等
学校では，これらの技に加えて伸膝前転（66.1％），
後転倒立（59.3％）が小・中学校での経験割合より
も高く推移していた。この２つの発展技に関しては，
接転技群の中でも特に難易度の高い技に位置づけら
れるため，学校体育の最終段階となる高等学校にて
実施される傾向が強いのではないかと考えられた。
手や足で身体を支えて回転するほん転技群では，側
方倒立回転（以下，側転とする）が小学校で83.3％，
中学校で75.5％，高等学校で67.8％となっており，
ほん転技群の中で最も実技経験を持つ者が多かった
（図５参照）。しかし先行研究において，側転は小学
校の若手教員で適切な指導知識がない者が多いこと
が明らかになっている10）。木下26）も「学校体育に
おける側転の指導において，側転とはどんな技なの
か，どのような技術的ポイントがあるのかを教師は
理解しておく必要がある」と述べており，側転の指
導に関する知識・技能の重要性を指摘している。こ
のような背景から，側転の指導法に関する研究は多
く見られる27⊖29）。また，児童・生徒からも認知度が
高く親しまれる技の１つであるため，側転の指導を
苦手とする小学校教員については文献や書籍等を参
考に教材研究を行いつつ，授業内容として取り扱っ
ているのではないかと考えられる。また，側転以外
のほん転技群であるロンダート，倒立ブリッジ，前
方倒立回転，ハンドスプリング，首はね起き，頭は
ね起きといった技に関しては，小学校での経験割合
が低い傾向にあった。中学校では側転の実技経験を
持つ者が75.5％となっているが，その発展技である
ロンダートについては37.3％とやや低く推移してい
た。ロンダートは側転の発展技であり，側転からさ
らに４分の１のひねりが加わることとなるが，主に
技が助走～ステップから行われることや倒立位の際
に足を揃え，そのまま両足で着地するといった複雑
な運動構造がこのような結果に関係しているのでは
ないかと考えられる。一方，高等学校におけるロン
ダートの経験割合は57.6％となっており，高等学校

にてマット運動の授業を受けた者の半数以上が実技
経験を持っていた。よってロンダートは高等学校に
て実施される傾向が強いのではないかと考えられ
る。また，ほん転技群の中でも首はね起き，頭はね
起きといったはね起きグループについては，すべて
の校種で経験割合が低い傾向にあった。はね起きグ
ループに関しては，技の遂行に関わる重要な動作で
ある「はね起き」について，頭の背屈と体の反りに
よる回転が必要となり，なおかつ単に身体を反るの
ではなく，腰の屈伸動作によって回転力を高め手の
押しを同調させて起き上がるといった技術が必要と
なる。このような身体の各部位における協調を要す
る難易度の高い側面を持っているため，学校体育に
おいては全校種を通してあまり実施されていない傾
向にあるのではないかと考えられた。よって教員養
成段階における器械運動の授業では，学校体育での
実技経験が少ないこれらの発展技を丁寧に指導して
いくことが重要であると考える。

（２）鉄棒運動における技の実技経験について
　上がり技では，逆上がりがすべての校種で100％
となっていた（図６参照）。逆上がりは小学校教員
において指導面で苦手意識を持つ者が多いとされる
ものの11），子どもに志向体験させるのに大変価値の
ある運動教材のひとつであるとされており30），技の
習得方法に関する先行研究もみられる31）。よって，
逆上がりは上がり技の中でも最も基本となる技とし
て小学校～高等学校における鉄棒の授業で取り扱わ
れていると考えられる。しかし，鉄棒運動に関して
は中学校・高等学校と校種が上がっていくにつれて
授業で実施される割合は大幅に減少していくため，
実数で見ると小学校での逆上がり経験者は110名に
対し，中学校では30名，高等学校では8名と少ない。
よって，小学校体育での経験割合は高いが，教員養
成段階において改めて取り扱っていく必要があると
考える。また，膝かけ上がりは小学校で65.5％，中
学校で63.3％，高等学校で87.5％となっていること

図６　鉄棒運動・上がり技の実技経験
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た。したがって，教員養成段階においては器械運動
を担当する教員がこれらの現状を十分に理解したう
えで，授業において基本技から丁寧に指導していく
といった配慮だけでなく，技につながる類似運動や
予備運動も積極的に内容に取り入れていくことが求
められる。
　本調査結果より，学校体育における器械運動種目
の経験が明らかになったが，特に中学校と高等学校
において消極的な取り扱いがされている原因として
先行研究にて長谷川ら21）は「時間の不足」「器具・
用具」「教員の指導力」の３つを挙げている。まず「時
間の不足」では，中学校，高等学校での受験が関係
して体育の時間が削減されることや運動種目の選択
幅が拡がること，「器具・用具」については，器具
が高価であることや準備や片付けに時間と手間を要
すること，「教員の指導力」については，教員採用
試験で多くの自治体がマット運動を試験内容として
出題おり，跳び箱運動や鉄棒運動が教員採用試験で
出題されることは少ないため，技能を習得していな
い教員が多いことが実施率低下に結びついていると
指摘している。このように器械運動は指導において
多くの課題が挙げられるが，「教員の指導力」につ
いては教員を対象とした研修会等を通して資質能力
の向上が可能であると考える。上原23）の調査によ
れば，器械運動の研修会に参加した教員からの意見
として，技につながる運動遊びや安全な運動課題に
関する知識技能を求める声が多く見られたと報告し
ている。よって，学校体育での器械運動の実技経験

を増やしていくためには学校教育現場にも焦点を当
て，専門的知識を持つ者が教育現場と連携し，教員
のニーズに応じた研修会を開催することも重要であ
る。

２．各種目における技の実技経験について
（１）マット運動における技の実技経験について
　背中をマットに接して回転する接転技群では，前
転，後転，開脚後転といった技において，すべての
校種で実技経験を持つ者が多かった（図４参照）。
特に小学校ではこれらの技の経験割合がすべて９割
を超えているため，マット運動における授業の主要
な技として取り扱われていることが伺えた。また，
これらの技は主に基本技に位置づけられるが，中学
校および高等学校においても実技経験が高い割合で
あった。よって，中学校・高等学校のマット運動に
おいてもこれらの基本技を含めて授業が行われてい
るものと考えられる。次に，伸膝前転，とび前転，
伸膝後転，倒立前転，後転倒立といった発展技にお
いては，小学校よりも中学校，高等学校での経験割
合が高い傾向であった。これは，中学校・高等学校
ではこれら発展技の多くが１年次の時点で既に学修
指導要領解説内に例示されていることが関係してい
るのではないかと考えられる。中でも中学校では，
とび前転が70.6％，倒立前転が70.6％，伸膝後転
69.6％となっており，これらの技は発展技の中でも
概ね授業にて取り扱われているものと考えられた。
先行研究においても，接転技群における発展技の指

図４　マット運動・接転技群の実技経験

図５　マット運動・ほん転技群の実技経験
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から，学校体育では逆上がり以外の上がり技として
取り扱われていることが伺えた。なお，ももかけ上
がり，け上がりに関してはすべての校種で逆上がり
および膝かけ上がりと比較して実技経験を持つ者の
割合が低く推移していた。これは，上がり技も発展
していくにつれて運動構造が複雑になり，指導する
教員においてもより専門的な知識と技能が必要にな
るため，授業で取り扱いにくいためではないかと考
えられる。よって，これらの技に関しても，教員養
成段階において指導すべき内容として丁寧に取り上
げていく必要がある。
　支持回転技の前転グループでは，前方支持回転が
小学校で84.5％と８割を超えているが，中学校では
56.7％，高等学校では62.5％と半数程度の割合で
あった（図７参照）。よって，前方支持回転は主に
小学校体育にて取り扱われていると考えられる。そ
の他の技では，前方膝かけ回転が小学校で51.8％と
半数を超えているが，前方支持回転の発展技である
伸膝前方支持回転や，前方膝かけ回転の発展技であ
る前方ももかけ回転，前方両膝かけ回転といった発
展技の実技経験を持つ者は少ない傾向にあった。し
たがって，支持回転技の前転グループにおいては，
主に小学校の体育授業にて基本技を中心に授業が行
われていると考えられた。また，支持回転技の後転
グループでは，後方支持回転が小学校で65.5％，中

学校で36.7％，高等学校で37.5％であり，小学校で
の実技経験を持つ割合が多かったが，すべての校種
で前方支持回転の経験割合よりも低く推移していた
（図８参照）。また，伸膝後方支持回転，後方浮腰回転，
後方片膝かけ回転，後方ももかけ回転，後方両膝か
け回転といった技においては，すべての校種で実技
経験が低く推移していた。後転グループは，鉄棒に
支持した状態から後方である背中側に倒れて回転し
ていくため，恐怖心を抱く学習者も多く適切な指導・
幇助が求められる技のひとつであるとされる32）。
よって，教員だけでなく児童・生徒も困難さを感じ
やすいグループであり，鉄棒の授業において消極的
な取り扱いをされているのではないかと考えられ
る。このような状況の中，中学校と高等学校の学習
指導要領解説では，鉄棒運動において最終的に「は
じめ−なか−おわり」で構成される演技を行うこと
が明示されており，支持回転技は「なか」の部分に
該当する。よって，支持回転技における実技経験の
希薄さは中学校・高等学校の最終的な学習内容にも
関わってくるため，教員養成段階では履修学生の支
持回転技に関する実技経験を把握したうえで積極的
に授業内容に取り入れていくことが望まれる。
　下り技では，下り技の中でも難易度が低い基本技
の１つである前回り下りにて，小学校での実技経験
が63.6％と半数を超えているが，中学校で33.3％，

図７　鉄棒運動・支持回転技（前転グループ）の実技経験

図８　鉄棒運動・支持回転技（後転グループ）の実技経験
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高等学校で25.0％と少ない傾向にあった（図９参
照）。その他の下り技に関しては，中学校で転向前
下り（26.4％），片足踏み越し下り（32.7％）といっ
た技において小学校で実技経験がある者がわずかに
みられたものの，中学校・高等学校では全体を通し
て下り技の実技経験を持つ者が少ない傾向にあっ
た。下り技については，授業を担当する教員が上が
り技や支持回転技の指導で手一杯になってしまうた
め10），特に発展技が多く例示されている中学校・高
等学校では下り技に取り組む機会が少なくなってし
まうのではないかと考えられる。よって，多くの下
り技が例示されているものの，実技経験を持つ者が
少ない傾向にあるのではないかと考えられた。下り
技は終末技とも呼ばれ「はじめ―なか―おわり」で
構成される演技を締めくくる技でもあるため，教員
養成段階における器械運動の授業では１つ１つの下
り技を丁寧に学習していくことが重要である。

（３）跳び箱運動における技の実技経験について
　切り返し系では，開脚跳びが小学校で100％，中
学校で90.2％と割合が高く，実技経験のある者が大
半であった（図10参照）。高等学校においても
71.4％と７割を超えており，すべての校種において
比較的取り扱われていることが伺えた。一方で，開
脚跳びの発展技である水平開脚跳びに関してはすべ

ての校種において３割に満たない程度で推移してお
り，実技経験を持つ者が少ない傾向であった。また，
基本技である抱え込み跳びについても，開脚跳びほ
どではないものの小学校・中学校では半数程度が実
技経験を有しているが，その発展技である屈身跳び
に関しては低く推移していた。跳び箱運動の授業で
は怪我の発生を危惧する報告が見られ20），小学校体
育では跳び箱による怪我が最も多いことが報告され
ている33）。このような背景から発展技を扱うことで
怪我発生につながってしまうことを教員が懸念し，
基本技を中心に授業を行い，発展技に関しては消極
的な取り扱いがされているのではないかと考えられ
た。
　回転系では，基本技である台上前転が小学校で
87.5％と割合が高いものの，中学校では62.3％，高
等学校では28.6％と校種が上がるに連れて低下傾向
にあった。その他の技である発展技に関しては，す
べての校種で実技経験を持つ者が少ない傾向にあっ
た。これに関しても，教員側の怪我や事故発生に対
する意識が関係しているのではないかと考えられ
る。特に回転系は跳び箱上を１回転しながら越える
という運動構造を持っているため，跳び箱が一度視
覚から消えてしまったり，着地する位置が把握でき
ないといった点で恐怖心を抱く学習者も多い。この
ような背景から，教員養成段階における跳び箱の授

図９　鉄棒運動・下り技の実技経験

図10　跳び箱運動・切り返し系および回転系の実技経験
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から，学校体育では逆上がり以外の上がり技として
取り扱われていることが伺えた。なお，ももかけ上
がり，け上がりに関してはすべての校種で逆上がり
および膝かけ上がりと比較して実技経験を持つ者の
割合が低く推移していた。これは，上がり技も発展
していくにつれて運動構造が複雑になり，指導する
教員においてもより専門的な知識と技能が必要にな
るため，授業で取り扱いにくいためではないかと考
えられる。よって，これらの技に関しても，教員養
成段階において指導すべき内容として丁寧に取り上
げていく必要がある。
　支持回転技の前転グループでは，前方支持回転が
小学校で84.5％と８割を超えているが，中学校では
56.7％，高等学校では62.5％と半数程度の割合で
あった（図７参照）。よって，前方支持回転は主に
小学校体育にて取り扱われていると考えられる。そ
の他の技では，前方膝かけ回転が小学校で51.8％と
半数を超えているが，前方支持回転の発展技である
伸膝前方支持回転や，前方膝かけ回転の発展技であ
る前方ももかけ回転，前方両膝かけ回転といった発
展技の実技経験を持つ者は少ない傾向にあった。し
たがって，支持回転技の前転グループにおいては，
主に小学校の体育授業にて基本技を中心に授業が行
われていると考えられた。また，支持回転技の後転
グループでは，後方支持回転が小学校で65.5％，中

学校で36.7％，高等学校で37.5％であり，小学校で
の実技経験を持つ割合が多かったが，すべての校種
で前方支持回転の経験割合よりも低く推移していた
（図８参照）。また，伸膝後方支持回転，後方浮腰回転，
後方片膝かけ回転，後方ももかけ回転，後方両膝か
け回転といった技においては，すべての校種で実技
経験が低く推移していた。後転グループは，鉄棒に
支持した状態から後方である背中側に倒れて回転し
ていくため，恐怖心を抱く学習者も多く適切な指導・
幇助が求められる技のひとつであるとされる32）。
よって，教員だけでなく児童・生徒も困難さを感じ
やすいグループであり，鉄棒の授業において消極的
な取り扱いをされているのではないかと考えられ
る。このような状況の中，中学校と高等学校の学習
指導要領解説では，鉄棒運動において最終的に「は
じめ−なか−おわり」で構成される演技を行うこと
が明示されており，支持回転技は「なか」の部分に
該当する。よって，支持回転技における実技経験の
希薄さは中学校・高等学校の最終的な学習内容にも
関わってくるため，教員養成段階では履修学生の支
持回転技に関する実技経験を把握したうえで積極的
に授業内容に取り入れていくことが望まれる。
　下り技では，下り技の中でも難易度が低い基本技
の１つである前回り下りにて，小学校での実技経験
が63.6％と半数を超えているが，中学校で33.3％，

図７　鉄棒運動・支持回転技（前転グループ）の実技経験

図８　鉄棒運動・支持回転技（後転グループ）の実技経験
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業においては技の運動構造や技術といった内容だけ
でなく，踏み切り板やマットの適切な設置といった
安全面に関する内容もしっかりと学んでおく必要が
ある。

５．まとめ
　本研究では，教員養成段階における器械運動の授
業を履修した学生122名を対象に，学校体育におけ
る器械運動の実技経験に関する調査を行い，小学校・
中学校・高等学校といった学校体育における器械運
動の実技経験について明らかにした。その結果，以
下のようにまとめることができた。
１．学校体育における器械運動種目の経験について
　小学校では，マット運動が98.4％（120名），鉄棒
運動が90.2％（110名），跳び箱運動が98.3％（120名）
となっており，対象者の大半がすべての種目におい
て実技経験を有していた。中学校では，マット運動
が83.6％（102名），鉄棒運動が24.6％（30名），跳
び箱運動が50.0％（61名）となっており，すべての
種目において小学校よりも低下傾向にあった。高等
学校では，マット運動が48.4％（59名），鉄棒運動
が6.6％（８名），跳び箱運動が17.2％（21名）となっ
ており，中学校からさらに低下しており，中でも鉄
棒運動，跳び箱運動においては実技経験を持つ者が
極めて少ない傾向にあった。
２．各種目における技の実技経験について
　マット運動については，接転技群では小学校で基
本技（前転，開脚前転，後転，開脚後転）の実技経
験を持つ者が多く，発展技（伸膝前転，とび前転，
倒立回転，伸膝後転，後転倒立）では小学校での実
技経験を持つ者が少ない傾向にあったが，中学校・
高等学校では基本技も含めて発展技の実技経験を持
つ者が多い傾向にあった。ほん転技群では，すべて
の校種で側方倒立回転の実技経験を持つ者が多い傾
向にあった。発展技では小学校で実技経験を持つ者
が少なく，高等学校にてロンダートの実技経験を持
つ者が半数程度みられた。また，倒立ブリッジ，前
方倒立回転，首はね起き，頭はね起きについては，
すべての校種で実技経験を持つ者が少ない傾向に
あった。
　鉄棒運動については，上がり技ではすべての校種
で逆上がりの実技経験を持つ者が100％であった。
ももかけ上がり，け上がりに関してはすべての校種
で実技経験の割合が低い傾向にあった。支持回転技
では，前転グループの前方支持回転について，小学
校で実技経験を持つ者が多く，発展技（伸膝前方支
持回転，前方ももかけ回転，前方両膝かけ回転）に
ついてはすべての校種で実技経験を持つ者が少ない

傾向にあった。後転グループでは，後方支持回転に
ついて，小学校で実技経験を持つ者が多い傾向に
あった。その他の技（伸膝後方支持回転，後方浮腰
回転，後方片膝かけ回転，後方ももかけ回転，後方
両膝かけ回転）については，すべての校種で実技経
験を持つ者が少ない傾向にあった。下り技では，前
回り下りについて，小学校で実技経験を持つ者が半
数程度見られた。その他の下り技である転向前下り，
片足踏み越し下り，両膝かけ倒立下り，両膝かけ振
動下り，棒下振り出し下り，グライダーについては，
すべての校種で実技経験を持つ者が少ない傾向に
あった。
　跳び箱運動については，切り返し系ではすべての
校種で開脚跳びの実技経験を持つ者が多い傾向に
あった。また，抱え込み跳びについては小学校・中
学校での実技経験を持つ者の割合が多い傾向にあっ
た。発展技（水平開脚跳び，屈身跳び）では，すべ
ての校種で実技経験を持つ者が少ない傾向にあっ
た。回転系では，小学校・中学校で台上前転の実技
経験を持つ者が多い傾向にあったが，発展技（頭は
ね跳び，前方倒立回転跳び，側方倒立回転跳び）に
ついてはすべての校種で実技経験を持つ者が少ない
傾向にあった。

６．今後の課題と展望
　本研究により，教員志望学生における学校体育で
の器械運動の実技経験が明らかになった。主にマッ
ト運動ではほん転技群の発展技，鉄棒運動では上が
り技と支持回転技の発展技と下り技，跳び箱運動で
は切り返し系および回転系の発展技について，教員
養成段階の授業において十分に時間をかけて取り扱
い，学生の実技経験を積み上げていく必要がある。
また，教員養成の観点から，実技経験を積んでいく
だけでなく，これらの技の指導方法に関しても丁寧
に学んでおくことが望まれる。さらに授業内容を検
討していくことに加えて，授業開始前に同様の調査
を行い，実技経験の豊富な学生と少ない学生を意図
的に同じグループに分けて実技に取り組ませ，学生
同士での教え合いや学び合いの機会を増やすといっ
た学修形式の改善も教員を目指す学生の資質を高め
ていく上で重要であると考える。本研究で得られた
結果をもとに指導内容について再度検討を行い，教
員養成段階における器械運動の指導を改善していく
ことが重要であり，授業実践については今後の研究
課題としたい。いずれにせよ器械運動では各種目に
おいて様々な技が例示されているが，特定の技群や
グループでは対象者の大半が実技経験を持っていな
い技が多く散在されたため，大きな課題として捉え
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ることができた。本研究資料が教員養成段階におけ
る器械運動の指導改善の一助となれば幸いである。
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業においては技の運動構造や技術といった内容だけ
でなく，踏み切り板やマットの適切な設置といった
安全面に関する内容もしっかりと学んでおく必要が
ある。

５．まとめ
　本研究では，教員養成段階における器械運動の授
業を履修した学生122名を対象に，学校体育におけ
る器械運動の実技経験に関する調査を行い，小学校・
中学校・高等学校といった学校体育における器械運
動の実技経験について明らかにした。その結果，以
下のようにまとめることができた。
１．学校体育における器械運動種目の経験について
　小学校では，マット運動が98.4％（120名），鉄棒
運動が90.2％（110名），跳び箱運動が98.3％（120名）
となっており，対象者の大半がすべての種目におい
て実技経験を有していた。中学校では，マット運動
が83.6％（102名），鉄棒運動が24.6％（30名），跳
び箱運動が50.0％（61名）となっており，すべての
種目において小学校よりも低下傾向にあった。高等
学校では，マット運動が48.4％（59名），鉄棒運動
が6.6％（８名），跳び箱運動が17.2％（21名）となっ
ており，中学校からさらに低下しており，中でも鉄
棒運動，跳び箱運動においては実技経験を持つ者が
極めて少ない傾向にあった。
２．各種目における技の実技経験について
　マット運動については，接転技群では小学校で基
本技（前転，開脚前転，後転，開脚後転）の実技経
験を持つ者が多く，発展技（伸膝前転，とび前転，
倒立回転，伸膝後転，後転倒立）では小学校での実
技経験を持つ者が少ない傾向にあったが，中学校・
高等学校では基本技も含めて発展技の実技経験を持
つ者が多い傾向にあった。ほん転技群では，すべて
の校種で側方倒立回転の実技経験を持つ者が多い傾
向にあった。発展技では小学校で実技経験を持つ者
が少なく，高等学校にてロンダートの実技経験を持
つ者が半数程度みられた。また，倒立ブリッジ，前
方倒立回転，首はね起き，頭はね起きについては，
すべての校種で実技経験を持つ者が少ない傾向に
あった。
　鉄棒運動については，上がり技ではすべての校種
で逆上がりの実技経験を持つ者が100％であった。
ももかけ上がり，け上がりに関してはすべての校種
で実技経験の割合が低い傾向にあった。支持回転技
では，前転グループの前方支持回転について，小学
校で実技経験を持つ者が多く，発展技（伸膝前方支
持回転，前方ももかけ回転，前方両膝かけ回転）に
ついてはすべての校種で実技経験を持つ者が少ない

傾向にあった。後転グループでは，後方支持回転に
ついて，小学校で実技経験を持つ者が多い傾向に
あった。その他の技（伸膝後方支持回転，後方浮腰
回転，後方片膝かけ回転，後方ももかけ回転，後方
両膝かけ回転）については，すべての校種で実技経
験を持つ者が少ない傾向にあった。下り技では，前
回り下りについて，小学校で実技経験を持つ者が半
数程度見られた。その他の下り技である転向前下り，
片足踏み越し下り，両膝かけ倒立下り，両膝かけ振
動下り，棒下振り出し下り，グライダーについては，
すべての校種で実技経験を持つ者が少ない傾向に
あった。
　跳び箱運動については，切り返し系ではすべての
校種で開脚跳びの実技経験を持つ者が多い傾向に
あった。また，抱え込み跳びについては小学校・中
学校での実技経験を持つ者の割合が多い傾向にあっ
た。発展技（水平開脚跳び，屈身跳び）では，すべ
ての校種で実技経験を持つ者が少ない傾向にあっ
た。回転系では，小学校・中学校で台上前転の実技
経験を持つ者が多い傾向にあったが，発展技（頭は
ね跳び，前方倒立回転跳び，側方倒立回転跳び）に
ついてはすべての校種で実技経験を持つ者が少ない
傾向にあった。

６．今後の課題と展望
　本研究により，教員志望学生における学校体育で
の器械運動の実技経験が明らかになった。主にマッ
ト運動ではほん転技群の発展技，鉄棒運動では上が
り技と支持回転技の発展技と下り技，跳び箱運動で
は切り返し系および回転系の発展技について，教員
養成段階の授業において十分に時間をかけて取り扱
い，学生の実技経験を積み上げていく必要がある。
また，教員養成の観点から，実技経験を積んでいく
だけでなく，これらの技の指導方法に関しても丁寧
に学んでおくことが望まれる。さらに授業内容を検
討していくことに加えて，授業開始前に同様の調査
を行い，実技経験の豊富な学生と少ない学生を意図
的に同じグループに分けて実技に取り組ませ，学生
同士での教え合いや学び合いの機会を増やすといっ
た学修形式の改善も教員を目指す学生の資質を高め
ていく上で重要であると考える。本研究で得られた
結果をもとに指導内容について再度検討を行い，教
員養成段階における器械運動の指導を改善していく
ことが重要であり，授業実践については今後の研究
課題としたい。いずれにせよ器械運動では各種目に
おいて様々な技が例示されているが，特定の技群や
グループでは対象者の大半が実技経験を持っていな
い技が多く散在されたため，大きな課題として捉え
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